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】
白要

昭和46年から57年までに国立札幌病院・北海道がんセンター外科で手術したｐｍ胃癌

133例を対象として，集検発見群（41例）と外来発見群（92例）を種々の因子について比

較した。累積５年生存率は集検群89％，外来群83％であった。肉眼癌型，リンパ節転移，

組織学的進行程度において，より進行したものが外来群に多い傾向を示した。また集検群

に無愁訴例が多く（Ｐ＜0.01)，集検群に低分化腺癌が少なかった（P＜0.01)。深達度を

ｐｍに限定しているにもかかわらず，これらの傾向のみられた理由を考察するために，ｐｍ

胃癌の各因子別に有愁訴率を比較し，愁訴の有無の意義も検討した。そして愁訴が予後因

子の一つと考えられるべきものであり，今後愁訴について多面的に検討することが集検の

役割を考える上で重要な点になると思われた。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ｐｍ胃癌，集検，外来，愁訴，予後因子

悩期間，胃液酸度，占居部位，病巣の大きさ，肉眼癌

型，早期癌類似型の亜型，併存消化性潰傷の有無，リ

ンパ型転移の有無と程度，組織学的進行程度，組織型，

リンパ節郭清の程度，根治度，絶対非治癒切除の理由

などの因子について比較検討した。

次いで同じ対象を用いてｐｍ胃癌全体で各因子別の

有愁訴率を比較した。

Ｉ．はじめに

胃癌の早期発見を目指して集検が実施され20年以上

経ち，集検の役割を見直すために集団検診発見群と外

来発見群の比較がいろいろなされてきた。２，…その結

果，自覚症状のない胃癌患者を多く発見する集検にお

いて早期癌の占める割合が高いことが，集検症例の最

も大きい特徴であると考えられてきた。

今回さらにそれ以外の特徴を探るために，深達度を

ｐｍに限った上で種々の因子について集検群と外来群

を比較検討した。検討は胃癌取扱い規約に沿って行っ

た'。’

｡国立札幌病院・北海道がんセンター外科

索.北海道対がん協会・検診センター

年齢分布を集検群と外来群で比較すると，集検群で

40歳代の占める割合が多く，３９歳以下が少ない（図

１)。性別はｐｍ胃癌全体では男58％，女42％である

が，集検群で男の割合が多い（図２)。愁訴の有無は

集検群で有愁訴37％，外来群で有愁訴86％で，集検群

に有愁訴が有意に少ない（図３)。有愁訴例について

さらにその内容を比較すると，集検群ではすべて心嵩

部痛，心嵩部不快感であり，外来群ではそのほかに吐

血，嘘吐などもみられる（図４)。次いでその病悩期

間では，集検群に２ヵ月以内はなく１年以上が多い

Ⅱ。対象と方法

対象は昭和46年から57年までに国立札幌病院・北海

道がんセンター外科で切除したｐｍ胃癌133例である。

これを集検発見群（41例）と外来発見群（92例）に分

けて，年齢分布，性別，愁訴の有無，愁訴の内容，病

（図５)。胃液酸度，癌病巣の占居部位；大きさ（最

大径）ではそれぞれほとんど差はない（図６，７，８)。
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